
きまっしボランティア 編集後記
　ボランティアに関わる皆さんに共通するのは、「笑顔」と「思いやり」。
　利他の精神ばかりに目が行きがちで、二の足を踏む方も多いかもしれませんが、
ボランティアは自他を共に幸せにしてくれるものだと思う。
　コスパ、タイパとは全く異なる価値が、そこにある。 深山 理麻

　4月19日（土）13時30分より、寺井地区公民館大
ホールにて、令和7年度能美市ボランティア連絡協議会
総会を開催します。
　詳細につきましては、ボランティアグループの代表宛
てにご連絡します。 昨年度加入された方も

令和7年度の新たな加入が必要です。
　ボランティア活動中の様々な事故によるケガ
や賠償責任を補償するボランティア活動保険
の加入・更新の時期です。能美市ボランティア・
コミュテイ活動支援センターでは、ボランティ
ア活動保険の加入を受け付けています。
　補償内容は令和6年から変更はありません。
　保険について詳しく知りたい方は能美市ボラ
ンティア・コミュテイ活動センターまでお問合せ
下さい。

ボランティア活動保険の
加入・更新はしましたか？

能美市ボランティア連絡協議会
総会のお知らせ

令和７年度

令和６年 ４月 ２０日（土） 令和６年度総会

 ７月 １３日（土） 分野別研修会　第３分野　

 ７月 ２１日（日） 　　　　　　　　第１分野

 ９月 ２９日（日） 第１７回能美市民ボランティアフェスティバル

 １２月 １日（日） 小松・能美地域ボランティア連絡協議会研修会

 １２月 １５日（日） 分野別研修会　第２分野

令和７年 ２月 ２２日（土）

　　　　　 〜３月２日（日）  春 まち ぽかぽか プロジェクト

    　〜ふくしの魅力発信！！ぽかぽかパネル展示〜

 ２月 ２４日（月・振休） 会員研修会

能美市ボランティア連絡協議会
活動を振り返って

開催日：令和7年2月24日（月・振休）　会場：辰口福祉会館　交流ホール開催日：令和7年2月24日（月・振休）　会場：辰口福祉会館　交流ホール
参加者56名

講師 ： 一般社団法人　応援サポートハウスおばちゃんち
代表理事　中町　秀美 氏 

能美市ボランティア連絡協議会会員研修会能美市ボランティア連絡協議会会員研修会

集まれボランティア！
〜地域と共に歩む若者の成長ストーリー〜

　お話を聞きながら、「サポートメンバーがいるとは言え、一人で運営するのは大変だろうな。続けてい
くには苦労も多いだろうな」と考えていました。しかし最後に「困ったこと？うーん…特になかったですね」
との中町さんの言葉。芯の強さと覚悟を感じながらもふんわりとした自然体の姿が見え、清 し々い気持ちになりました。
　ひきこもりや不登校の若者とその家族に寄り添い支援する日々を過ごしながら、中町さん自身にも「こんなことをやっ
てみたい」と夢があるそうです。私も誰かのためにボランティア活動しながら、自分がやりたいこともやっていこうと思
います。助けたり助けられたりしながら…。

誰もが幸せに暮らせるまちをめざして！！
能美市ボランティア連絡協議会　会長　小西　彰子

能美市ボランティア連絡協議会では、地域福祉の推進にとって重要な役割を担う
ボランティア活動の更なる充実を目指して、毎年研修会を実施しています。

能美市ボランティア連絡協議会では、地域福祉の推進にとって重要な役割を担う
ボランティア活動の更なる充実を目指して、毎年研修会を実施しています。
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研修会の様子研修会の様子
ボランティア活動紹介
～見つけてね！ あなたにぴったりのボランティア活動～

ちぐさグループ　宮下　明美
　2月24日（月）開催のプログラム、宝達志水町の応援サポートハウス「おばちゃんち」代表理事中町秀美
さんの講演会に参加させていただきました。
　中町さんは、三人の子育て中にお子様が不登校になった経験から、学校や社会に馴染めない若者の相談を
受けたり、食事の提供をする活動を始めました。
　2018年に空き家を利用し、若者たちが気軽に集える居場所「おばちゃんち」を設立されました。サポート
ハウスは相談事業・おとな子ども食堂・地域のイベントへの参加、「おばちゃんち宿泊」では農業・漁業など
の就労体験を通し、社会と若者をつなぐ架け橋的な役割を担っています。
　「おばちゃんち」は若者がチャレンジする場でもあり、失敗も経験と捉え否定せず、一緒に活動する事で地
域の理解も得られます。地域の方々や専門家の協力のもと頑張っておられます。中町さんの、若者そして地
域への熱い思いが活動へのエネルギーとなっているように感じました。
　有意義なおはなしを拝聴することが出来有難うございました。

ボランティアさん
大募集

現在83のボランティア団体があり、
元気に活動しています。
ほとんどのグループがメンバーを募集しています。
ぜひ一緒に活動してみませんか？

　　　能ん美り
12月9日（月）井出市長をお迎えし、

ボランティア連絡協議会役員11名と意見交換をしました。

第１分野

第２分野

第３分野

高齢者・障がい者支援・介助などをしています
福祉の啓発・体験学習活動にも一役買っています

芸能・文化・読み聞かせなど、自分の特技を活かして
幅広く活動しています

子育て支援・防災・環境・見守り・健康・スポーツ・
交流活動など様々なボランティアがあります

市長と
の び

カフェトーク

ボラはぁとの
全戸配布に
ついて

ボランティア活動や
ボラフェスを
「広報のみ」に
掲載してほしい

ボランティア活動の
周知にデジタルも
活用してはどうか

行政では行き届かない
部分をボランティアの
市民力・地域力を

持って力添えしてほしい

障がいのある人、ない人が
触れ合う機会を市として
増やしてほしい

研修会に参加して

ボランティアについてのお問い合わせは、能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センターまで！
TEL 0761-58-6200　FAX 0761-58-6250　ホームページアドレス http://www.nomi-shakyo.jp/vc 能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センターは、能美市ふれあいプラザの2階にあります。 32
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